
U.D.⊂.る21.395.3る

自 動 即 時 通 話 監 査 装 置
ObservationDeviceforLocalTelephoneCallandZZZEquipment

大 塚 英次郎*
Eijiro Otsuka

内 容 梗 概
自動即時通話監査装置はわが国では初めてのもので,自動即時通話の料金に関する苦情申告をした加

入者の加入者回線あるいは自動即時回線の監査を行うと同時に,日動即時通話のトラフィック状況を知

り,自動即時交換網計画の資料を得るためのものである｡

本装置の心臓部であるインパルス受信回路には･通常の動作に支障のないような電子管回路を採用し,

所期の目的を達することができた｡

なお本装置は試作品として日本電信電話公社技師長重調査係碇納入後,東京千代田局に設置されて,

綿密な現地試験が行われ,仕様決定に必要なデーターが収録された｡

の

1.緒

自動即時通話監査装置は,日本電信電話公社抜師表室

調査課自 係長田係長(現在調査課

の御指導により,設計,

付)ならびに村瀬氏

作にとりかかり,昭和32年3月完

成の上日本電信電話公社調査課に納入したものである｡

日本電信電話公社におかれてほ近時自動即時通話サー

ビスを大々的に採用されるようになったが,現在では料

金算定の はあくまで加入者度数計の指数に頼っている

から,度数計の完全な動作ほ従来以上に監視しなければ

ならないことになる｡

ことに加入者の料金に関する苦情申告に対しては,そ

の原因の把握および課金方法の周知徹底を図り,その処

置に万全を期し,′トなりといえども加入者に不信の念を

抱かせるようなことがあってはならない｡このような意

図のもとに本装置の 作が計画され日立製作所がその製

作に当ったものである｡

自動監査 置は加入者の自動即時通話の料金に関する

資料およびトラフィックデーターを得る装置であるか

ら,その機能の正確性,安定性が第一の基本条件として

要求されるのはもちろんである｡したがって本装置は従

来交換機の分野で広く使用されていたリレー式インパル

スモニタ回路を廃止して,より高度の信板性をもち主回

路に影響を与えない電子管式インパルスモニタ回路を一

部に採用し,またそのほかの回路にも細心の考慮を払っ

て設計を行った｡

本文では自動即時通話監査装置の機能概要ならびに本

装置の心臓部である電子管式インパルスモニタ回路すな

わちダイヤルインパルス増幅音別こついて主に述べる｡

2.設 計 条 件

2.1監査方法

監査方法としてほ,一通話ごとに料金に関するすべて

*
日立製作所戸嘩工場

情報を鎮孔記録し,撹孔テープを加入者回線ごとあ

るいほ近郊自動即時回線ごとに

定する記録監

計して回線の良否を判

方式を採用する｡監

別して加入者ごとの加入者監

の穫放としてほ大

と近郊即時同線ごとの回

繰監査とにわかれ,前者は本装置を加入者回線に,後者

は近郊即時同線に接続して通話料金あるいはトラフイッ

クに関する諸情報を記 する｡なお本装置を被監査凹線

に接続する場合にほ,被監査回線になんら影響を及ばさ

ないように本装置の入力インピーダンスほ特に高く考慮

しなければならない｡

2.1.1加入者監査

苦情中音のあった加入者,あるいは監査の必要が生

じた加入者に本 匿をⅠ･D･F.(またはM.D.F)に

接統して監査を行う｡本装置に収容された加入者が発

信したことにより本装置ほ起動され,下記の(2.2)項に

示すような項目について監査し,これを自動的に費孔

記録する｡ただし着信通話に関してほ監査は行わない｡

2.1.2 回線監査

度数登算機能が完全に行われていないと思われる回

線あるいほその回線で運ばれる通話の性質などを知り

たい場合に,適当な箇所(T.D.Fあるいはボードの

端子板など)から本装置に収容して(2.1.1)項と同

様な方法で監査する｡

2.2 監査の項目

2･2･1監査コード番号

監査記録テープは各装置共通に使用されるので,資

料を監査回線ごとに分類する時に必要である｡監査コ

ードとして発信加入者番号を記 するのが最も望まし

い方法であるが,今回は監査装置の番号を記録する｡

2,2.2 被呼加入者番号

局番号を含めて最大8数字蓄積する｡

2.2.3 通話時間

通話時分を単位として記録するのであるが,実際の

被呼加入者の応答表示により計数した通話時分と,実
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際に度数登質されたインパルス数を一通言那寺分当り登

算すべきパルス数(これは被呼応の帯域軒別こより決

定される)で除した通話時分の2種類を記録する｡交

換機の動作が正規であればその2種 の通話時分は一

般に一致し,もしくい違いを生ずれば!~隕合不良の符号

を別に記 する｡

2.2.4.度数登算パルス数

実際く･･こ度数登算されたパルス数を計数記蝕する｡

2.2.5 通話時刻

1時間ごとに時間を記録し,通

しない｡

2.3 回路および使用機器

監査装置であるので,従

ごとに時刻は記録

の交換機に使用されている

慣熟こ比べて同等以上の性能をもつ機器を使用し･また

回路もチェック機能を有した十分安定な回路を採用しな

ければならない｡

3.中 継 方 式

試作装置の中継方式を弟1臥こ示す｡監査には大別し

て加入者監査とZZZ回線監査の2桂 に分けられ,そ

のおのおのについて中継力式を参照しながら機能の概要

について述べる｡

3.1加入者監査

加入者監査とi･も特定の加入者回線笹木装置を一定期

間接続し,加入者のダイヤルインパルスを並列に受信し

て,ダイヤルされたインパルスと加入者度数計に登算さ

れたパルスとの情報によりモニタトランクl月で料金に関

する諸氏料を作成してその結果を[l動的に鎖孔機に鐸孔
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第1図 自動即時通話監査装置中継方式
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記鈷するものである｡なおダイヤルパルスは並列に本装

置に取り出されるが,入力インピーダンスが大きい真空

管回路を使用したダイヤルパルス増稿器で受信するの

で,正規の交換接続にはなんら悪影響を与えるおそれは

ない｡

今,加入者が受話器を上げてダイヤルすればそのダイ

ヤルインパルスほそのままダイヤルパルス増幅器毯通し

てモニタトランクに･｣｣継され計数蓄積される｡モニタト

ランクでは最大8数字蓄積され,最初の数字が"0"であ

ればZZZ回線を使用する近郊自動上川時通話であること

がわかり,その場合は第2数字以下の局番昔3数字を

ZZZ用トランスレータに転送する｡

トランスレータではZZZ川レジスタより捕捉された

時とまったく同様なカ法によって,一道訴当り登算すべ

きパルス数の惜報をモニタトラン列･こ送り返えしてトラ

ンスレータ自身ほ復旧する｡加入者のダイヤルは被呼加

入者番号を含めて全数字が蓄積される｡そこで被呼加入

者が応答すれば応答表示ほダイヤルパルス増幅器を通し

てモニタトランクに伝達される｡また登算パルスはRT

線に並列に接凝された継電掛こよりモニタトランクに伝

ぎれて計数蓄積する｡モニタトランクでほ登算パルス

とトランスレータより受けた情報とにより辿に通 時分

を計数蓄精する｡また一カモニタトランクで登算パルス

とほ無関係に応答表示により ZZZ川レビータとまった

く同機にして通話時分を計数蓄積する｡

通話が終了して発呼加入 が受話器を■Fせば,モニタ

トランクではすでに計数蓄積している 分と,登算

パルスより逆算した通話時分とを闇合する｡ZZZ用レ

ビータあるいはレジスタなどの動作が正規であれば通話

時分の照合ほ一致するが,ZZZ用レピ←タ,レジスタな

どが故障であれば一致しない｡厳掛こはZZZ用レビー

タの通話時分計数用パルスとモニタトランクの通話時分

計数用パルスとの間にわずかな時間差があるので,ZZZ

関係の装置が正規に動作していても照合が一致しない場

合があるが,一通話時分以上くい追うことはない｡発呼

加入者が受話器せ下せば自動的にコン1､ローラを通して

鐙孔機が捕捉され,上記の2種類の通話時分と照合符号･

被呼加入者番号などを蛮孔記録する｡なおこの時発呼加

入者が共同加入であれば甲か乙かの識別符号も鎮孔記録

する｡通話を行った 刻は,通話ごとにほ記録されない

が,タイマより1時間ごとにコン1トローラを通して時間

を鎮孔記録する｡

モニタトランクで第一数字が"0"以外であれば市内

通話であるので,もちろん次のダイヤル数字を計数蓄積

してもZZZ用トランスレータを捕捉することはない0

また通話時分の計数も行う必要はなく,

の場合とまったく同様である｡
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第2図 贋孔テ ー

プの一例

3･2 ZZZ回線監査

ZZZ同税監査とは,特定のZZZレビータの入力側に

本装置を→定期間接続し,接続されたZZZレビータそ

のものの監査を行うものである｡｡したがって監査装置の

機能としてほ加入者監査の場合とほとんど同じである

が,この場合ほ発呼加入者の識別を行わないので,あら

ゆる通話のデーターが蛮孔記 されることになる｡なお

銃孔テープ■の→例を弟2図に示す｡

4･タイヤルパルス増幅器

斯い､試みとLて電子管を使用した

ダイヤルパルス土削高召別ま,木装㌍の心

臓部ともいうべきものでやや詳しくそ

の動作について説明する｡

ダイヤルパルス増幅器のブロックダ

イヤグラムを第3図に示す｡,ダイヤル

パルスの再現にほリング導縦(R)と

チップ導税(T)との間の電圧変化を

利用しており,リング導線に現われる

パルスをダイヤルパルス増幅管のグリ

ッドにブ窪き,チップ導附こ現われるパ

ルスはバイアス供給回路を通してダイ

ヤルパルス増幅符のカソードに与えダ

イヤルパルス増幅管のHカバルスで有

極リレーを動作せしめる｡同時にバイ

第40巻 第10 弓･

アス供給回路でほ,チップ導線上の線路璃抗に応じたパ

ルス電圧を整流Lて得た直流電圧をカソードに供給する

ので･線路抵抗が変化してもがイヤルパルス増幅管は安

定な動作をするようになっている｡またダイヤルパルス

増幅管の出力を単安定マルチノミイブレーク回路で制御

し･ある程度継離したパルスでなければ有権リレーが動

作せず,したがって誘導などによる瞬間的な擬似パルス

にほ応勤しないようになっている｡さらむ土AC電沫電

圧の変軌こ対Lてほ定電圧装置を川いて供給電圧の変動

を防ぎ,局電池の変動に対Lてほ交流400c/sのチョ

ッパー回路で直流電圧を奴f川几て局電池電圧変動電圧

にフィードバックL･て補償を行っている｡なお補償ほ

バイアス電源供給回路を通して行い,局電池の変動補償

回路ほ各ダイヤルパルス増幅器に共通に電源盤に設け

た｡

次にバイアス電源供給国儲の原理を弟4図のバイアス

何路説明図について述べる｡帥こおいて貞空符Vlほ鍼

路抵抗変化を補償するカソードフォロア何路になってお

り･真空督V2はリング導線上のパルスを受信するガイ

ヤルパルス増幅管であるこ)今加入者が 受旨旨を上げる

と･チップ導線の電位は下がるが,Vlのグリッド電位

はある一定値に選んであるのでプレート電流が増大して

Vlのカソードの電位ほ変らない｡このときVlのグリ

ッド凹路にあるコンデンサClがダイオードSlを通し

てただちに充電される′｡そこで加入者がダイヤルしてダ

イヤル接点が開くとチップ導線およぴⅤⅠのグリッドほ

同時に_l二昇するが,コンデンサの放電ほグーイォード

Slの逆抵抗を通じて徐々に行われるので,接点がブレー

クの期間はカソードの電位は上昇したままほぼ一定に保

たれ･接点が閉じるとふたたび下がりこれでチップ導線

第3図 ダイヤルパルス増幅器系統図
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第4岡 バ イ ア ス 電 止 供 給 担l路

上のパルスがV2のカソードに伝えられたことになるしJ

線路抵抗が変わればメークした時のチップ苺練の電位が

線路抵抗に応じて変わるが,それとともにコンデンサ

Clの充竃電圧も変わるので.メークした吋のVlのカソ

ードの電位ほ線路抵抗に無関係に一足に保たれる｡)これ

はV2の宍効バイアスを線路抵抗に応して変化させたこ

とと等値となり,真空管V2を常iこ安定な状態で動作さ

せることができる..なお貞彗苫 Ⅴユは､ド常状態でほカッ

1､オフ点にある｡

次に届電池電圧が変化した場合には,その変化分を換

言_liしてバイアス電圧に加え実効的なV2の入力パルス電

圧を-･定に恍っている､ノ 占1電池電址の変化補償電圧の供

ほ弟4図に示すようにセレン整流揖S2､S5を通して

第5図 日動即時通話監査装置

行う｡/ト局電圧が減少したとすると,

交流400c/sの～lけJがそれに応じて増

大するようになり,したがってその整

流電圧により V2のバイアスを増大せ

しめてV2のグリッド,カソード間の電

位を-･矧′こ保つようにする｡また交流

400c/s のJlけ]の一部を寂り出し,局

電池電圧の変化検出回路にフィードバ

ックして正椎に局電池電圧の変化分だ

けV2のバイアス電圧が変るようにし

●
､

5.試験および測定結果

i_]本電信電話庖杜に納入Lた試作装置ほ東京千代田局

に設問され,比較的呼畳の多いPBX恒l繰の加入一着監査

を行い約1箇月にわたり実用化試験が行われた(｣東京千

代け廿~i)に設閏された本装音程の写真を舞5図に示す｡実Ⅲ

化試験ほPBX小 台で実 の通計量:を控えておき,監

査彗･き~掛こより作成されたテープより読取った通話宗二と比

較して行われた〔)参考までに社内試験の精巣について述

べる｡､

本装置の給･合動作拍性ほ各電圧変動,線路条件ならび

に加入者の異常操作,ZZZ装置の異常動作に対しても

確冥に第2図の監査テープを作成するか杏かにより判定

される机 この性能を表示する手段とLて葬る図にイン
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第9図 DPAインパルス特性

第10号

パルス動作相性を示す｡また監査装置

として監査に際し加入者の通箭あるい

は交換 置の交換動作に支障をきたす

か否かの表現として第7図および弟8

図に入力インピーダンス特性を示す｡

これらの特性からわかるように,イン

パルス動作限卯は ZZZ装置の動作限

界に比較して同等以上であるので,監

査装置白身に起因する誤動作の恐れは

ない｡またDPAの入力インピーダン

スもきわめて高いので実同線に悪影響

を及ぼす恐れも全然ない｡すなわち被

監査装置の公称インピーダスンほ,一

般に600出 であるのでその影響値

ほ3,000c/sまで100分の1程度であ

り全然問題にならない｡

次にDPA自身のインパルス特性を

示せば第9図のようになる｡このよう

にダイヤルパルス増幅器を使用するこ

とにより,従 のリレー回路よりほは

るかに高度の性能を得ることができ

た｡

占.緒

以上

Eコ

べたように,試作装置として

ほその成果を収め得たと瓜われるが,

さらに日本 信電扇ほ伸二の御要望にこ

たえて早急に実用化に対する努力を払

わなければならない｡特に本装置は加

の料金に対する苦情処二哩のためだけでほなく,各種

トラフィック資料を得ることができるので,本 置が経

済的にできれば非常に応用範囲が広いものとなるであろ

う｡ただし本 匠ほその使命上被監査装置の使用機器よ

りさらに高度の信板性を要求されるので,機能･部品は

高度のものとなり 済性にある

はやむを得ないと考える｡

最後に本装置の

度の制限をうけること

作に当り,終始御指導御意見をいた

だいた日本電信電話公社調査課謙付,長田氏,調査課自

動係村瀬氏ならびに日立製作所戸塚工場中野課長,野上

主任に厚く感謝の意を表する｡




